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技術・家庭科の教授・学習過程における指導方法や教育的効果について、様々な先行研究が
行われてきた。 しかし、これまでの研究において、技術・家庭科を受講して中学校を卒業した
学生や社会人を対象とした調査はほとんど行われていない。 フ
本研究においては、技術科教育として、技術・家庭科の設立から今日までに受講経験のある
15才～50才の学生や社会人を対象として、質問紙法による調査を行い、そのデーターを分析
的に検討した。 ,その結果、技術科教育の学習経験から知識・技能の習得や創造力の育成、人間
形成、及び実生活への役立ちなど、技術科教育が及ぼす教育的効果が明らかとなった。
キーワード:技術科教育質問紙法による調査生活への役立ち学習の必要性こどものものづくり
1.はじめに
現在のように、技術科教育が中学校の教育課程に
技術・家庭科の技術分野(以下、技術科)として設
置されたのは、昭和33年(1958年)10月告示の中
学校学習指導要領の全面改訂からで、それまで職業
科(昭和2225年度)や職業・家庭科(昭和26
-36年度)として実施されてきた。
昭和37年度か
ら技術・家庭科か実施されるようになり、それ以降
:-1度の学習指導要額の改訂がなされ、現在、平成14
年度からの実施に向けて4度目の改訂がなされよう
としているCこれらの改訂は、少しずつではあるが、
社会の変化や産業構造の変化、そして求められる教
育内容から変更かなされているo教育目標の変更に
伴い、技術・家庭科の教授・学習過程における指導
方法や教育的効果について様々な研究が行われ、技
術科教育の教育的効果か明らかになってきている。
しかし、これまでの研究で、技術・家庭科を受講し
て中学校を卒業した学生や社会人を対象とした調査
はほとんど行われていないCそこで本研究において
は、技術科教育として、技術・家庭科の設立から今
日まで受講経験のある15才～50才(昨年度中学校
卒業者から技術・家庭科の設立時までの受講者)を
対象として質問紙法による調査を行った。
技術科教育の学習経験から知識・技能の習得や創
造力の育成、人間形成、及び実生活-の役立ちなど
の状況を調査し、デ-クーを分析的に検討すること
により、これまで行われてきた技術科教育が及ぼす
教育的効果を明らかにすることを目的とした。
2.方法
調査は、具体的で実際的な資料内容の収集を目的
として、自由記述法を中心にした質問紙により実施
した。質問項目は、的確に記述できるよう「例文」
や「記入上の諸注意」を付記した。 また、調査対象
者は技術科教育を数年から十数年前に受講したた
め、技術科の学習内容の記憶想起をねらいとして、
各年代ごとに教科書から学習内容の一部を抽出し、
参考資料として調査紙に添付したご,
調査対象者が、工業系や技術系の学生や社会人に
偏らないよう配慮して、広範で一般的なデ-クー収
集に努めた。
自由記述の整理と分析は、コ-ディングとラベリ
ング1)を繰り返し、特徴ある記述を抽出し、カテ
ゴライズして分析を行ったa その分析結果と特徴の
ある代表的な回答文を提示した。 以Tに調査期間と
調査対象者の内訳を示すG
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調査期間:1999年9月から1999年10月に実施
調査対象者:対象者の所属内訳を示す
【高校生】工業科161名・普通科128名・商業科74
名・家政科36名(計399名)
【大学生】国際文化学部97名・工学部76名・経済
学部32名・法学部23名・教育学部21名・その他
18名(計267名)
【社会人】半導体製造業102名・団体職員58名・
食品加工業42名・家電製造業36名・自動車販売業
33名・公務員29名・自営業28名・水道設備業26
名・不動産業18名・サ-ビス業16名・運送業16
名・その他33名(計437名)
・):て総数1,103名(有効解答者数1,086名)
作成した調査紙の質問項目をTABELlに、対象
者の年齢と性別をTABEL2に示す。
TABELl調査紙の質問項目
(l〕あなたの職業について、おうかがいしますC学生以外
の方は業務内容(例機械製造業)をお書きください。
②あなたの年齢・性別と、主に学んだ中学校の所在地を
お聞かせください。
①あなたは中学校で技術科教育を学びましたか。
④あなたは技捕科という教科は好きでしたかC
⑤中学校技術科で製作した作品は手元に残っていますか。
また、現在その作品が残っていれば作品名をすべてお
書きくださいC
㈱中学校技術科で学習したことが、あなた自身のことや
実生活に役立つことがあれば,できるだけくわしくお書
きください。
⑦中学校技術科教育の必要性について思うことをお書き
ください。
⑧今の子どもたちの「ものづくり」について思うことを
お書きくださいC
rfABEL2対象者の年齢と性別
年齢(歳)男性(名)女性(名)
15′-19 263 142
20-29
3 3
()-5I)
合計7
総
2;i 48
66
4
1.086名
155
297
注1)W-成5年より技術・家庭科の男女共学による授業が実施さ
れたOそのため、女性の技術科受講者は24歳までであるO
注2)対象者の主に学んだ中学校は、そのほとんどが愛知県より
以西の西日本であったo
3.結果および考察
3,1技術科のイメージに対する分析
「④あなたは技術科という教科は好きでしたか。」
についての集計結果をFIGURElに示す。
質問④の出題のねらいは、これまで行われてきた
技術科についてのイメージを年代別に分析すること
である。並びに、各質問との相関関係を比較するこ
とで、それぞれの質問項目を分析して論述する。
diまったく好きでない
悪冒ratal
皿どちらともいえない
医かなり好きだった
昌非常に好きだった
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%
FIGUREl技術科の好き・嫌い
「非常に好きだった」、「かなり好きだった」につ
いての回答数は、1O代40代まで年齢とともに多
くなっているが、rどちらともいえない」について
は~10代で最も多くなっている。このことは、1()代
女性の74.2u-が「どちらともいえない」に回答し
た結果である。また、「まったく好きでない」の回
答については、30代と40代で0%、20代で1%、
そして10代で1%となっている。10代の7%の内
訳では、男性の占める割合が83%となっている。
このことからも、全体的な傾向として、最近の子ど
もたちの技術離れの傾向が現れていることが推測さ
れる。近年の日本の学校において、理科・技術離れ
が言われ始めて久しいが、理科・技術科の学習に限
ったことではなく数学嫌いや英語力の格差増大など
の現象2)が指摘されている。したがって、技術科
教育の「好き・嫌い」について、他教科との比較に
おいて分析的な研究を進める必要がある。
3.2実習作品の保管状況に対する分析
「⑤中学校技術科で製作した作品は手元に残ってい
ますか。。作品が残っていればその作品名をお書きく
ださいo」についての集計結果をFIGURE2に示すtn,
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図残っている
圏残っていない
FIGURE2実習作品の保管状況
グラフが示すように、年齢が増すごとに作品の保
管状況が減少している。その理由として作品が実生
活で使用中に壊れたり、引っ越しにより巳む無く処
分したりすることなどが回答に記述されているo家
庭の保管スペースの有無も関連深いと推察される。
教科の「好き・嫌い」と作品保管状況についての
相関関係はみられなかった。
学校での製作品の家庭への持ち帰り状況について
「年々、持ち帰らない傾向にある。」と技術科担当
教師からの指摘がなされている。昨年度中学校を卒
業した15-16才の回答で「残っている」と答えた
のは、79%であった。このことからも製作品に対
する愛着が薄れているように推察される。今後、よ
り有効な実習作品の開発が望まれる。
3.3役立ちに対する分析
「(6)中学校技術科で学習したことか、あなた自身
のことや、実生活に役立つことがあればできるだけ
くわしくお書きください。」の質問に対する回答と
して、「役立つ」、「役立たない」、「今後役立つ」の
直接的な表現と、「異体的な文章記述」そして「無
記入」がみられたo「役立つ」、「役立たない∴「今
後役立つ」などの直接的な表現と「無記入」の回答
数368名を、数量化して集計しFIGURE3に集計結
果を示す。「具体的な文章記述」の回答数718名に
ついては、コーディングとラベリングを繰り返し、
特徴ある記述を抽出した。技楠科教職経験10年以
上の6名でカテゴライズを行った。その結果、カテ
ゴリーを知識・整備.技能・意欲・仕事・自作・進
路・不要・その他、とし、その特徴ある代表的な回
答文を抜粋してTEBEL3に示す。そして、数量化
した集計結果をFIGURE4に示す(つ
FIGURE 3直接的な表現と無記入の回答
TABEL3カテゴリーと代表的な回答文
知識:(知識と実生活の結びつき)
「電気の学習により、費用の節約が身に付いたと思うG
コンセントのタコアシ配線もしなくなりましたC」
整備:(B用品の修理とメンテナンス)
「自転車の椅子の高さ調整や整備・点検やパンク修
理など役立っています。」
技能:(工具や機械の操作)
「パソコンの操作がとまどうことなくできるようにな
り、年買状をパソコンでつくりましたO」
意欲:(挑戦意欲の高まり)
「こわれた物を直そうとチャレンジするようになった
し、直せないにしてもとりあえずあけてみる。」
仕事:(仕事での役立ち)
「社会人になって、振り返ってみると何事にも立案・
計画・実施で成り立っており、計画がすべてを決め
ていると思うと、技術で学んだものづくりの考えが
役に立ってる。」
自作:(設計・製作)
「家庭で、棚が必要になったとき、自分で設計して製
作したo日曜大工の基礎と基本を教わったと思うC」
進路:(進路決定)
「作ることに興味を持ち、工業高校への進学のきっ
かけとなった。」
不要:(役に立たない)
「学習したことが、直接実生活に役立つことはない。
作るよりも買った方が安いC」
その他:(どちらでもない)
「紐意識のうちに役立っているのかも知れませんが、
自分でもよく解りません。」
-48-
兵庫教育大学教科教育学会紀要第13号平成12年3月
圏園粧
覇
FIGURE4役立ちに関する集計結果
10代
20代
SO経
r直接的な表現」と「無持己入」の集計結果は、役
立つ63%、役立たない37%、今後役立つ9%、
回答なし11%である。ユ「具体的な文書記述」では、
役立ち85%、不要11*、その他4%であった。
技術科の「好き. ・嫌い」の質問と「役立ち」に関
する質問の相関関係は、10代の「.まったく好きで
ない」について関係がみられた。「まったく好きで
ない」の回答者の67%が「役立たない」に回答し
ている。
「具体的な文書記述」について、著しく多くの回
答が得られた整備(日用品の修理とメンテナンス)
については、10代から40代までそれぞれ、17%・25
%'36%'40%であった。10代の整備の回答記述
として、電化製品のコンセント付け根部の断線修理
が数多く述べられていた。20代では、実習で製作
したテスターを使用しての電化製品の故障発見や修
理などであった。30代では、自転車のチェーンの
調整やパンク修理、そして40代では、自転車の整
備・修理やオートバイや車のエンジンオイル交換な
どであったGこのような回答を、各年代の指導時期
の学習指導要領の指導内容と比較してみると、学習
内容と回答の一致がみられた。このことからも技術
科教育の学習内容が実生活と結びつき、役立ってい
ることが推測されるL,
3,4必要性に対する分析
「⑦中学校技術科の必要性について思うことをお
書きください。」の回答として、「必要」、「不要」、
「無記入」、「具体的な回答記述」がみられた。3.3
と同様な処理を行った。「直接的な表現」と「無記
入」の回答数364名の集計結果をFIGURE5に示すO
FIGURE5直接的表現と無記入の回答
「具体的な文章記述」の回答数722名についての
カテゴリーを体験・創造性・実用・進路・人格・安
全性・価値観・不要・その他、とし、その特徴ある
代表的な回答文を抜粋してTABEL4に示す。そし
て、数量化した集計結果をFIGURE6に示す。
TABEL4カテゴリ-と代表的な回答文
体験こ(体験学習の必要性)
「日常生活にて、よく使用するものの構造や使い方、
製作方法を実際の物を分解したり、組み立てたり、操
作して手と頭を使った体験的な学習は必要だと思う。」
創造性:(創造力の育成)
「構想・設計・製作のプロセスは、試行錯誤の繰り返
しであり、そこから創造力を高められる-と思う:.」
実用:(実用的な学習)
「実際に、現在でも、将来でも生活の中で使っていけ
る実用的な教科だから必要だと思いますC」
進路:(進路選択幅の拡大)
「将来の進路や職業の選択幅を拡げるためにも必要だ
L-Ill、--「
人格:(人間彪成の影響)
「ものづくりには、苦労、喜び、仲間との協力などた
くさん場面があり、思春期多感なこの時期の人間形
成に欠かせないことだと思う。」
安全性:(安全教育)
「ガソリンの爆発実験は、とてもw象に残っています=;
-49-
枇本・安東中学校技術科の学習内容の有用性に関する調査
実験からガソリンの危険性を知りました。 ガソリン
だけでなく、電化製品の取り扱いなど、安全教育を
一般的には唯一学ぶ機会だと思います。」
価値観:(物の大切さ)
「ものづくりから、一つの品物には多くの人の手と、
時間が費やされていることを知って、物を大切にす
る心を学ぶと思う。」
不要:(不必要な教科)
「いろいろ習った憶えがあるけれど受験に必要がない
ため覚えていない。 したがって必要ないと思う。」
その他:(どちらでもない)
「教科に興味があれば必要だし、苦手であれば必要
ないと思います。」
田10代
圏20代
価30代
20406080
m
FIGURE6必要性に関する集計結果
「直接的な表現」と「無記入」の集計結果は、必
要67%、不要14、どちらともいえない6%、回
答なし13%であるO「具体的な文章記述」では、必
要82%、不要109i、その他8Viであった。
技術科の「好き・嫌い」の質問と「必要性」に関
する質問の相関関係は、10代の「まったく好きで
ない」について相関関係がみられた。 「まったく好
きでない」の62%が「不要」と回答している。
「具体的な文章記述」についてで、10代は実用
(実用的な学習)に63%と多くの回答がみられた。 20
代は、創造力(創造力の育成)に23、人格(人
間形成の影響)に17%であった。 30代は、人格に36
%、体験(体験学習の必要性)22-Aであった。 そ
して40代は、人格に43%、体験に31%であった。
このような結果から、技術科教育は実用的であり、
製作学習の体験を通じて創造力を育て、ひいては人
間形成に大きく影響を与えている教科として認識し
ているのではないかと推察される。
3.5子どもたちの「ものづくり」に対する分析
「⑧今の子どもたちの「ものづくり」について思
うことをお書きください。」の回答として、「作ら
なくなった」、「器用でない」、「. わからない」、「そ
の他」、「無記入」、「具体的な回答記述」がみられ
た。3.3と同様な処理を行った。 「直接的な表現」と
「無記入」の回答数403名の集計結果をFIGURE7
に示す。
FIGURE7直操的な表現と撫育己人の回答
「具体的な文書記述」の回答数683名についての
カテゴリーを技能・創造力・体験・人格・消費・教
百・時間・情報化・その他、とし、その代表的な回
答文を抜粋してTABELbに示すOそして、数量化
した集計結果をFIGURE8に示す。
TABEL5カテゴリーと代表的な回答文
技能:(製作技能の低下)
「我が家の子ともたちをみても、手先が不器用になっ
てきているとつくづく思う。」
創造力:(創造力の低下)
「我々の時代は、ものづくりのなかで発想が生まれ、
創造力が身に付いたと思う。 子どもたちの創造力低
下は、社会での産業の空洞化にもつながりかねないoJ
体験こ(体験活動の不足)
「自然の中でのものづくりなど、子ともたちや、親に
も少なくなっていると思いますG」
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人格:(人間形成の影響)
「作った時の喜びや自信の積み重ねが、人間形成に役
立つのでものづくりの機会を与えたい。」
消費:(消費社会)
「物が有り余ってあふれる時代だからこそ、子どもた
ちにものづくりを通して、物の大切さを学んで欲し
いと思う。」
教育:(学校教育)
「-から作り上げる楽しさ、達成感は家庭だけでなく
学校の中でも場を与え行うことが必要だと思う。」
時間:(忙しい子どもたち)
「今の子ともたちは塾通いなどで忙しすぎて、作る
時間もないのだと思います。」
情報:(情報化のものづくり)
「~今の子どもたちは、昔のようなものづくりはしてい
ないけれど、コンピュータグラフィックなどを利用
して違ったものづくりをしている。」
その他:(よくわからない)
「今の子ともたちがどんなものづくりをしているの
かよくわかりません。」
告lc.代
圏20代
Ⅶ30代
□〕40代
10203040
%
FIGURE8子どものものづくりに対する集計結果
r直接的な表現」と「知記入」の集計結果は、作
らなくなった43Vi、器用でない23%、わからない
12、その他1%、回答なし18%である。
「具体的な文書記述」では、1O代から40代まで
技能(製作技能の低下)、体験(体験活動の不足)、
消費(消費社会)と共通した回答がみられたD10
代の特徴的な回答として、情報(情報化のものづく
り)に26%であった。 20代から30代は、教育(学
校教育)に26%と31%で、40代は、技能(製作
技能の低下)に31%であった。
このような結果から、体験活動の不足により子ど
もたちの技能の低下がみられ、それを補うために、
学校教育に対する期待が寄せられている。 そして、
体験的な学習から、消費社会を見つめ直す機会を作
って欲しいと願っているとがこ推察される。 その反
面、子どもたちは情報を活用したスタイルでものづ
くりを行っている現状かみられる。
4.全体考察
本研究の調査結果から、これまで行われてきた技
術科教育の「役立ち」として、「家庭生活や社会生
活のなかで習得した知識や技能が活かされている。」
ことや「必要性」として、「製作学習の体験を通じ
て創造力を育て、人間形成に大きな影響を与えてい
る。」ことなど対象者の意識にあることか明らかと
なった。また、子どもたちの「ものづくり」に対す
る質問から、ものづくりなど体験活動の不足により
子どもたちの技能の低下がみられ、それを補うため
に、学校教育に対する期待か寄せられている。 また、
体験的な学習から、消費社会を見つめ直す機会を斯
待し、発展的に資源や環境問題にも着目できるので
はないかと考えていることが明らかとなった。
このような結果を総合的に分析すると、ものづ`く
りの機会の低下は、子どものたちの直接的な知識や
技術低下の危機感を感じるのは勿論のこと、その裏
側にある、「考える・工夫する・創り出す」や「努
力する・我慢する・やり抜く」及び、「怒り・悲し
み・喜び」といった健全な人間形成に悪い影響を与
えているのではないかという危機感を含んでいる。
,
これらの解決の糸口として、子どもたちの体験的な
ものづくりの機会を如何に増やし補償していくか
が、これからの課題ではないかと考えられる。
これ
らの課題を担う中学校技術科の期待と責任の大きさ
が改めて浮き彫りとなった。 この結果を踏まえ、今
後の技術科教育の教授・学習過程における効果的指
導方法について更なる研究に取り組みたい。
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